
1 面

 ３つの転換を ３つの転換を ３つの転換を

　「羽田増便による都心低空飛行計画に反対する会」から区議会に請願
が出されました。
　国交省の都心上空を飛行させる新飛行経路案について議会として撤
回を求めるものです。
　国交省の計画は、南風時に午後３時から７時までの４時間にわたり約
２分に１本、港区を含む住宅の真上を低空で飛行するものです。騒音は
70～80デシベルにもなります。安全面でも飛行機からの氷や部品の落
下による事故発生の危険があります。大気汚染もおきます。
　請願者は、補足説明の中で、この問題点を住民に宣伝したら、「はじ
めて知った、そんな計画は許せない」と短時間で請願署名がたくさん集
まったことなどを紹介しました。
  請願は多くの傍聴者が見守るなか、交通・環境等対策特別委員会で審
議されました。共産党委員は、関係区民もほとんどこの計画案を知らな
い、区として国交省へ住民説明会を開くよう強く要求して欲しい、周知
も説明も無いままでの計画強行は絶対に認められない、と質問しました。
　区は、近日中に国交省と会う機会があるので直接伝える、書面も含め
て検討する、きめ細かな説明を求める姿勢に変わりは無いと答えました。
　審議の後、今後も慎重に国の動向を見るな
どの理由で、全会一致で継続して審議するこ
とになりました。

  

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
こ
と
、
昨
年
引
き
上
げ
に
な
っ
た
保
育
料

の
減
額
を
実
施
す
る
こ
と
、
高
校
生
と
六
五
歳

以
上
の
医
療
費
を
港
区
独
自
に
無
料
化
に
す
る

こ
と
の
三
点
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
ら
く
住
ん
で
き
た
方
の
多
く
が
住
み
づ
ら
い
港
区

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
区
長
の
見
解
と
具
体
的
な
対
策

を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
小
規
模
な
町
会
の
補
助
金
を
引
き

上
げ
て
町
会
を
支
援
す
る
こ
と
、
大
規
模
開
発
を
再
検
討
し
、

再
開
発
事
業
へ
の
補
助
金
支
出
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

熊田　ちづ子
保健福祉常任委員長/交通・環境
等対策委員/議員団長

風見　利男
建設常任委員会副委員長/行財
政等対策委員/議員団副幹事長

いのくま　正一 
総務常任委員 /交通・環境等対
策委員会副委員長 /議員団幹事
長

大滝　実
区民文教常任委員/エレベーター等対
策委員会副委員長/東京オリンピック・
パラリンピック対策委員/議会運営委員

　
八
月
一
日
の
区
議
会
総
務
常
任
委
員

会
に
、「
港
区
公
の
施
設
の
付
帯
設
備
使

用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
区
民
セ
ン
タ
ー

や
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
な
ど
の
施
設
を
利

用
す
る
と
き
に
、
音
響
や
映
写
機
、
ス

ポ
ー
ツ
器
具
な
ど
の
付
帯
設
備
使
用
料

を
見
直
す
検
討
を
区
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
共
産
党
委
員
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
使
用
料
に
変
更
に
な

る
予
定
か
と
の
質
問
に
対
し
て
、
区
は
、

羽田空港増便による都心および港区の
低空飛行ルート設定中止に関する請願区

が
具
体
的
に
検
討
。
九
月
議
会
に
提
案

区長選挙の結果を受け
区民の立場で区長に質問

区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
施
設
の

付
帯
設
備
使
用
料
が
大
幅
に
引
き
下
げ

港区政の
日本共産党区議団は、港区長選挙において提案した「港区政の３つの転換」を掲げて武井区長の政治姿勢を質しました

1
区
民
生
活
を
応
援
し
、
庶
民
が

住
み
続
け
ら
れ
る
区
政
へ

　

武
井
区
政
の
十
二
年
間
に
、
特
養
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
施
設
や
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
図
書
館

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
な
ど
に
運
営

を
ま
か
せ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
区
職
員
と
区
民
と
の
接
点
が

少
な
く
な
り
、
区
民
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
区
政
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
、
こ
の
間
、
区
直
営
の
保
育
園
を
つ
く
ら
ず
、

最
近
で
は
、
株
式
会
社
に
保
育
園
設
置
を
す
す
め
、
港
区
内
の

認
可
保
育
園
の
七
一
％
が
、
園
庭
が
な
い
、
ま
た
は
面
積
が
国

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
保
育
園
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
実
態
を
示
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
の
び
の
び
と
成
長

で
き
る
保
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

2
現
区
長
が
す
す
め
た
、
区
施
設

の
民
間
丸
投
げ
を
改
め
る
こ
と

　

武
井
区
長
の
、
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
の
廃

止
も
、
消
費
税
の
増
税
中
止
も
、
原
発
の
再
稼

働
中
止
も
国
に
は
求
め
な
い
立
場
に
つ
い
て
、

こ
れ
で
は
区
民
の
く
ら
し
や
安
全
が
守
ら
れ
な
い
と
批
判
、
安

保
関
連
法
の
廃
止
、
消
費
税
増
税
は
先
送
り
で
な
く
キ
ッ
パ
リ

中
止
、
原
発
再
稼
働
中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

3
区
民
の
立
場
で
国
に
ハ
ッ
キ
リ

も
の
を
い
う
区
政
へ

現
在
検
討
中
で
確
定
で
は
な
い
が
、
と

前
置
き
し
た
上
で
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

の
使
用
料
は
、
現
行
三
三
〇
〇
円
だ
が
、

検
討
案
で
は
九
〇
〇
円
。
所
作
台
は
現

行
三
六
〇
〇
円
だ
が
、
検
討
案
で
は
三

〇
〇
円
と
な
る
。
映
写
機
、
ス
ポ
ー
ツ
用

具
な
ど
現
行
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る

も
の
の
多
く
が
無
料
に
な
る
予
定
。
ま

た
付
帯
設
備
の
定
義
か
ら
外
す
も
の
も

あ
る
。
検
討
を
と
り
ま
と
め
、
九
月
の
定

例
議
会
に
提
案
す
る
と
答
え
ま
し
た
。
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港
区
長
選
、
参
院
選
、
都
知
事
選
と
連
続
し
た
選
挙
で
の

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
掲
げ
た
公
約
実
現
に
む
け
奮
闘
し
ま
す
。



2 面

　表題の請願が港区に自主非難されている方から出さ
れました。避難者支援を求め国に意見書の提出を求め
る内容です。現在、自主的に避難している方へは、住宅
を無償支援しています。ところが国は、被災自治体から
の要請があれば支援を継続しますが、要請がない場合
は「復興の加速」を理由に、来年３月末で打ち切ろうと
しています。港区の住宅には福島県、宮城県の7名が避
難し暮らしています。このうち3名が来年3月に打ち切
られる可能性があります。
　請願者は、「住宅の支援が打ちきりになれば生きて
いけない。故郷に戻りたくても戻れない実態を見てほ
しい」と悲痛の訴えをしています。
　請願は、総務常任委員会で審議されました。共産党
の委員は、3名の方が支援打ち切りにならないよう、区
として対処するよう求めました。
　審議終了後、態度表明では、自民党、公明党が請願
の不採択を主張しました。しかし、他の委員全員が、今
後も推移を見守る必要があると、継続して審議するこ
とを主張。採決した結果、5対3で継続して審議するこ
とになりました。

　みなとパーク芝浦と愛育病院に面する区
立芝浦公園の整備がすすみ、7月末に雑木

林や遊戯広場、バス
ケットコートなど一部
が開園しました。10月
末に完成予定です。

新しく芝浦公園が
整備されました

国保料の負担軽減求める

　国保には低所得者や非正規雇用の
人が多く加入し、保険料負担が重い
ものになっています。被保険者の保
険料負担は限界となっているため、
国保の負担軽減に向けて、国庫負担
割合の引き上げと減免制度の改善を
強く求めています。
 
羽田空港の飛行経路見直し
について

　国土交通省が計画している都心上
空を通過する新飛行経路案について
は、騒音をはじめ振動、落下物や事
故などに対する住民の理解が得られ

ていません。成田空港周辺では昨年、
航空機の部品や氷塊の落下が４件あ
りました。こうしたことからも飛行
経路の見直しは、住民の意見を真摯
に受け止め、丁寧な説明が尽くされ
ることを強く求めています。
  以上の二つの意見書は、共産党議
員団の提案したものです。

　この他に　

「無電柱化の推進に関する
法整備を求める意見書」、

「児童虐待防止対策の抜本強化
を求める意見書」

が全会一致で採択されました。

つの意見書を採択4

　

港
区
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
芝
浦
小
学
校
学

区
域
の
児
童
数
が
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
九
年
後
の
二
〇
三
五
年

度
に
は
児
童
数
が
最
大
二
〇
四
二
名
（
今
年
度

九
九
二
名
）
と
な
り
、
必
要
な
教
室
は
最
大
五

七
教
室
（
現
在
の
芝
浦
小
学
校
で
の
可
能
な
最

大
普
通
教
室
三
七
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

み
な
と
パ
ー
ク
芝
浦
の
芝
生
広
場
（
旧
文
化
・

芸
術
ホ
ー
ル
計
画
地
）
に
新
設
校
の
設
立
と
既

存
学
校
施
設
の
増
改
築
に
よ
る
整
備
を
行
う
計

画
と
な
り
ま
し
た
。
新
設
校
は
用
地
が
十
分
で

な
い
た
め
校
庭
が
屋
上
と
な
り
、
昼
休
み
に
は

芝
浦
公
園
を
利
用

す
る
な
ど
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
二
〇
二
三
年
四

月
開
校
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
前
倒

し
で
進
め
た
い
と

し
て
い
ま
す
。

芝
浦
に
新
設
小
学
校
の
整
備
計
画
明
ら
か
に

　

芝
浦
一
丁
目
に

あ
る
旧
協
働
会
館

は
、
一
九
三
六
年

（
昭
和
一
一
年
）
に

建
て
ら
れ
、
か
つ

て
は
芸
者
の
取
り

次
ぎ
な
ど
を
行
う

「
見
番
」
と
し
て

使
わ
れ
た
近
代
和

風
建
築
で
、
贅
沢

な
作
り
は
都
内
で
は
他
に
な
い
貴
重
な
建
物
で

す
。 

地
域
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と

し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
区
民
協

働
に
よ
る
事
業
で
活
用
を
図
る
た
め
の
整
備
用

地
と
し
て
、
東
京
都
よ
り
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

土
地
購
入
が
報
告
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、
共

産
党
委
員
が
、
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
後
、
積

極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い
。
具
体
的
な
活
用
は

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
、
と
の
質
問
に

区
は
、
一
例
だ
が
、
落
語
会
な
ど
も
一
つ
の
検

討
方
向
と
し
て
い
る
、
と
答
え
ま
し
た
。

旧
協
働
会
館
の
整
備
用
地
購
入
で
本
格
的
活
用
へ

 　

災
害
時
に
確
実
に
災
害
情
報
を
届
け
る
た
め
に
、

防
災
ラ
ジ
オ
が
導
入
さ
れ
ま
す
。Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
回
線
が

敷
設
さ
れ
て
い
な
い
台
場
地
域
と
聴
覚
障
害
者
の

希
望
者
に
千
円
で
配
布
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）
し
ま
す
。
聴
覚
障
害
者

用
は
文
字
表
示
付
き
の
ラ
ジ
オ
で
す
。

　

防
災
無
線
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
と
の
声
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
も
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

  

す
で
に
導
入
し
て
い
る
中
央
区
の
例
も
紹
介
し
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
の
地
域
に
も

拡
大
さ
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
1
7
年
１
月
実
施

台
場
地
域
と
聴
覚
障
害
者
が
対
象

　

各
地
で
建
築
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
横
浜
市

で
は
「
建
築
主
の
皆
さ
ん
へ
」
の
パ
ン
フ
だ
け

で
な
く
、「
建
設
計
画
の
説
明
を
受
け
る
皆
さ

ん
へ
」
と
い
う
チ
ラ
シ
が
あ
り
、
建
築
主
が
説

明
会
案
内
に
添
付
し
て
配
っ
て
い
ま
す
。
チ
ラ

シ
は
ス
テ
ッ
プ
１
＝
建
築
主
の
説
明
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。
ス
テ
ッ
プ
２
＝
要
望
を
整
理
し
て
建

築
主
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
と
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
す
。
ま
た
、
説
明
会
の
案
内
と
一
緒

に
説
明
資
料
を
住
民
に
配
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
進
自
治
体
に
習
い
、①
住
民
に
わ
か
り
や

す
い
チ
ラ
シ
と
紛
争
予
防
条
例
の
概
要
パ
ン
フ

の
作
成
。②
図
面
な
ど
説
明
資
料
の
事
前
配
付

等
、
条
例
改
正
を
、
求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
、「
①
建
築
主
の
み
な
ら
ず
、
住
民

に
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
と
な
る
よ
う
適
宜
加

筆
・
修
正
を
す
る
。②
条
例
改
正
は
考
え
て
い

な
い
が
、
住
民
が
理
解
し
や
す
い
説
明
会
と
す

る
た
め
、
説
明
資
料
を
事
前
に
配
付
す
る
よ
う

建
築
主
に
要
請
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

建
築
問
題
で
区
民
が

わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
作
成
を

　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

駐
輪
場
な
ど
区
の
ほ
と
ん
ど
の
施
設
に
指
定
管

理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
事
業
か
ら
管
理
ま
で

す
べ
て
が
民
間
に
丸
投
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
一
一
八
カ
所
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
が
す
す
む
と
、
区
職
員
と

区
民
の
接
点
が
減
り
、
区
民
の
気
持
ち
が
わ
か

ら
な
く
な
り
、
区
に
事
業
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
事
業

者
主
導
の
運
営
、
費
用
負
担
に
な
り
か
ね
な
い

等
々
の
問
題
が
お
き
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

今
議
会
に
新
た
に
三
二
の
区
立
公
園
、
五
〇

の
児
童
遊
園
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党
区
議
団
は
、
問

題
点
を
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。
反
対
し
た
の

は
党
区
議
団
だ
け
で
す
。

民
間
企
業
に
事
業
・
運
営
を
丸
投
げ
の
指
定
管
理
者

三
二
の
公
園
、
五
〇
の
児
童
遊
園
に
も
拡
大  

　解体や建設工事の騒音で、せっかくの休みが
休養にならず紛争に拍車をかけ、近隣住民のス
トレスの要因になっています。住宅地域の土曜
日の解体・建築工事を休みにするよう建築主や
事業者に要請するよう質問しました。
　区長は、「区が土曜日に工事を休みとするよう、
建築主に要請することは困難ですが、周囲に配
慮した工事となるよう要請していく」と答えま
した。

　

毒
性
が
強
く
、
吸
い
込
む
と
肺
が
ん
や
中
皮

腫
を
引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
悪
魔
の
鉱
物
と

い
わ
れ
る
の
が
ア
ス
ベ
ス
ト
で
す
。

　

港
区
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
前
に
建
設
ブ
ー
ム
の

再
来
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
再
開
発
が
目
白
押
し

で
す
。
そ
れ
に
伴
う
解
体
工
事
に
よ
る
近
隣
住

民
、
通
行
人
、
現
場
労
働
者
、
検
査
に
行
く
職

員
の
生
命
と
健
康
を
守
る
対
策
は
一
刻
の
猶
予

も
な
り
ま
せ
ん
。

　

石
綿
の
実
態
調
査
の
専
門
家
を
養
成
す
る
建

築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
制
度
に
つ
い
て
、

区
の
責
任
で
資
格
取
得
を
す
す
め
る
よ
う
質
問

し
ま
し
た
。

　

区
長
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
関
す
る
専
門

知
識
を
有
す
る
職
員
の
養
成
は
重
要
で
す
。
石

綿
を
原
因
と
す
る
健
康
被
害
防
止
の
た
め
、
石

綿
建
材
等
に
関
す
る
専
門
的
な
調
査
な
ど
が
実

施
で
き
る「
建
築
物
石
綿
等
含
有
建
材
調
査
者
」

の
資
格
に
つ
い
て
も
、
専
門
性
の
向
上
の
観
点

か
ら
担
当
職
員
に
取
得
さ
せ
て
い
く
と
答
え
ま

し
た
。

養
成
は
重
要
。
担
当
職
員
に
取
得
さ
せ
る 

ア
ス
ベ
ス
ト
実
態
調
査
の
専
門
家
養
成
を
区
の
責
任
で

土曜日の解体・建設工事は
休むよう事業者
へ要請せよ

質問区長
答弁

原発事故避難者への
住宅支援継続を求める請願 
自民・公明が 不採択を主張
他の会派が一致して継続審査に


